
今年度２回目の全体会を開催し、これまでのまちづくり会議の動きや今後の運営、各部会やプロジェクトの進捗について、情報共有を行い

ました！また、市の「金剛地区の施設等再整備のあり方検討調査業務」について、受注事業者より説明を受け、意見交換を行いました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺池公園活用企画について 

・金剛中央公園や寺池公園の活用などにつ

いて検討しています。 

・「令和元年度まちづくりサポーター育成

講座」で提案された、寺池公園の活用ア

イデアの実践に向けた企画会議への参

加を呼び掛けました。 

わっくカフェ開設について 

・常設の拠点となる「わっくカフェ」の仕

組みや進捗について報告しました。 

・カフェオーナーやボランティアの募集、

資金集め（寄付等）などについて、 

協力を呼びかけました。 

金剛マルシェプロジェクト 

金剛マルシェ開催について 

・農創会と調整を行い、11 月以降も継

続して開催することになりました。 

※11月の開催日は、金剛バルの開催状況に

あわせて決定します。 

・近頃では、金剛マルシェが新規就農者

の野菜販売の場としても活用されて

います。また一定数のマルシェファンも

定着してきました。 

・出店者を引き続き募集しています。 

 

 

＜令和２年度 第２回金剛地区まちづくり会議（全体会）を開催しました！＞ 

拠点づくりプロジェクト 

※実験的に出店できる場として、趣味の手

作り品などの販売も歓迎します。 

日時：令和 2年８月 2９日（土）10:00〜12:30 会場：市立高辺台集会所 参加者：20名 

 

（１）だれもが気軽に参加できる場、仲間

を見つける場、新たなつながりや取組

（プロジェクト）が生まれる場として、

全体会を定期的に開催しています。 

（２）居場所づくり、イベント企画、防災

活動、公園活用＆総合まちづくりの４つ

の取組テーマに沿った複数のプロ

ジェクトが進められています。 

（３）「金剛地区でこんなことがしたい！」

といった思いがある方をまちづくり

会議参加者として募集しています。 

 

総合まちづくり部会 

金剛地区まちづくり会議では 

自主的・自立的な運営に向けて、今回より、

各部会やプロジェクトの代表者等による

準備会を、毎月第４土曜日の午後（金剛マ

ルシェ開催前）に行っています。 

 

※11 月の開催日は、金剛バルの開催状況に

あわせて決定します。 

まちづくり会議は、誰もが気軽に参加でき、自主的・自立的な活動を行うプラットフォームです！ 

9/19（土）10:00〜金剛連絡所２階 

小ホールにて企画会議を開催します! 

興味のある方は、ぜひご参加下さい!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東西交流プロジェクトを 

企画しています!! 

富田林寺内町のまち並みをみんなで見学する 

「東西交流プロジェクト」を企画しています。 

地元のガイドさんに案内してもらいながら 

まち並み見学やお店周り、昼食会等を一緒に

楽しみませんか？ 

詳細は追って連絡します。 

大阪府立大学大学院 武田重昭先生より、公園を舞台にした事例を 

中心に、市民協働によるまちづくりについて講演いただきました！ 

・次回全体会の開催については、追って連絡いたします！ 

・なお、次回準備会は、9月 26日（土）13時半～、金剛銀座

街商店街（こんごう体育整骨院）で開催予定です！ 

・全体会で共有したいことや話し合いたいことがある方は、

ぜひご参加ください！ 

 

 全体会当日の様子 

 市において、以下の４施設・エリアについて、将来の整備構想を取

りまとめる業務が進められています。 

今回、業務の概要～今後の検討のたたき台となる「対象施設・エリ

アの利活用プラン案」について説明を受けるとともに、金剛地区まち

づくり会議として意見交換を行いました！ 

①金剛中央公園、②金剛銀座街商店街、③南海金剛駅周辺、④寺池公園 

まちの魅力を創出するにあた

っては、「どんなモノがほしい」

ではなく「どんなコトがしたい」

という想像力が大切だというこ

とを学びました！ 

まちづくり会議でも、そのよ

うな視点を持って、より一層取

組を推進したいと思います！ 

 

市の「金剛地区の施設等再整備のあり方検討調査業務」の説明を

受けて、まちづくり会議として意見交換を行いました！ 

主な意見 

・ 
・施設整備と併せて、魅力的な住宅供給を含め、人口増についても検討すべき。  

・あらゆる世代の人が使いやすい施設整備を求める。 ・住民参加の視点を入れるべき。  

・食料品等を買う場所が少ない。 ・市役所へのアクセス性を向上してほしい。 など 


